
令和８年第７回宝達志水町教育委員会会議録要旨

開催日時 令和８年８月１０日(月)

会議場所 宝達志水町生涯学習センター ２階 第一会議室

出席委員 細江教育長、近岡真委員、西委員、田町委員

欠席委員 近岡宏委員

説 明 員 秋田学校教育課長、松浦生涯学習課長

開 会 午前１０時００分

１ 前回会議録の承認について

会議録の内容について承認された。

２ 教育長事務報告

会議資料により要点報告を行った。

３ 付議議件

（１）議案第 15 号 宝達志水町教育委員会点検及び評価について

秋田学校教育課長及び松浦生涯学習課長が資料に基づき説明した。

（２）議案第 16 号 宝達志水町スクールバス利用管理規程を一部改正する訓令

について

（３）議案第 17 号 宝達中学校体育館空調設置工事請負契約の締結（案）に関

する意見聴取について

秋田学校教育課長が資料に基づき説明した。

４ その他

（１）今後の日程について

秋田学校教育課長が資料に基づき説明した。

（委員の意見等）

質問 西委員（３ 議件）

〇「基本目標３（１）学校マネジメントの推進と教職員の資質向上」の項目

中、教職員の時間外勤務について、文部科学省が示す指針の上限時間（1

か月 45 時間、1 年間 360 時間）の範囲ではあるが、本町としては、どの

程度を目指しているのか。

回答 細江教育長

○目標値については、各市町によって異なるが、本町においては、1か月 45

時間を超えないことを目標にしている。



質問 近岡真委員（３ 議件）

○「基本目標２（１）豊かな心を育む教育の推進」の項目中、情報化社会に

必要な心構えを育成するデジタルシティズンシップ教育の充実とあるが

具体的にどのような教育のことか。

○「基本目標５（２）図書館機能の充実と適正管理」の項目中、昨年度より

地区巡回サービスが減っているが読書環境の向上を検討していただきた

い。

回答 秋田学校教育課長

〇デジタルシティズンシップとは、インターネットやデジタル機器を、社会

の一員として責任を持って、安全かつ適切に活用するために必要な考え方

や能力のことである。

松浦生涯学習課長

○利用人数は減少傾向にあることから、実施回数が減少している。今後は、

利用者のニーズを的確に把握しながら、より利用しやすい読書環境の整備

について検討していきたい。また、オンラインでの貸し出しについても今

後検討していきたい。

質問 田町委員（３ 議件）

○「基本目標７（３）文化財の保全・保護と公開・活用」の項目中、岡部家

の入場者数が、令和６年度から減少した理由は何か。

回答 松浦生涯学習課長

○令和６年度から改修工事を実施していることに伴い、開館日を土・日曜日

のみとしていることが要因である。なお、令和７年度以降の入場者数の推

移は若干であるが増加している。

質問 西委員（３ 議件）

○「基本目標３（３）安全で楽しい学校給食」の項目中、昨今の物価高の影

響により、これまでと同様の給食を提供できるのか。

回答 秋田学校教育課長

○物価高の影響はあるが、引き続き地産地消を推進するとともに、給食の質

を落とすことのないよう努める。また、学校給食の無償化についても、引

き続き取り組んでいきたい。

質問 近岡真委員（その他）

○夏休みも半分過ぎたが、これまでに児童・生徒の事故やけが、不審者情報

など、何かありましたか。

○本町にあると聞いている８か所のクーリングシェルターの場所と利用状

況を教えてほしい。

〇旧樋川小学校について、まちづくり公社が設立することや、民間の学習塾

とも連携していくと聞くが、具体的にはどのような形で事業が進められて

いくのか、現時点で概要がわかれば教えてほしい。



閉 会 午前１０時５０分

回答 秋田学校教育課長

〇児童生徒に関する事故等の連絡は、現時点で入っていない。

松浦生涯学習課長

○本町のクーリングシェルターは従前から対象施設となっている「宝達志水

町立図書館」及び「宝達志水町埋蔵文化財センター」に加え、令和８年度

から「さくらドーム２１メディアホール」「町民センターアステラスふれ

あい広場」「アルビス羽咋宝達志水店」「志雄郵便局」「押水郵便局」「宝達

郵便局」の６施設が追加され、計８か所となっている。利用状況について

は、さくらドームメディアホールでは、夏休み期間ということもあり、児

童・生徒の利用が見られる。全体としては利用者数はまだ少ない状況であ

るが、熱中症対策のための有効な避難場所として、有効に活用していただ

きたい。

細江教育長

〇現時点では、10 月からの設置に向けて準備を進めている段階であり、具

体的な事業内容については今後検討していく予定である。まちづくり公社

を中心に、民間の学習塾などとも連携しながら、旧樋川小学校を活用した

さまざまな事業を展開していく予定である。


